第7回　施設処遇検討会議　議事録

H20.5.19　13:30～15:00

青山荘地域交流室

出席者：清水S.G.M・山口碧・原佳伸

三浦理見・小笠原嘉紀・馬渡道伸

佐々木優佳・上平ユリ子

（欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M

長谷部A.O.M・小坂和子）

記　録：原佳伸

議題

１：岩織　由美子　様（青山荘入所者様）の処遇について

２：関　秀治　様（青明舎登録者様）の処遇について

３：吉田　キクエ　様（青風荘入所者様）の処遇について

１：岩織　由美子　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

　＜問題点＞

①家族関係について
　　　→介入方法

· 家族の障害需要（障害支援）

· 家族面談を実施し、本人に対する家族の思いを聞き出す。

· 家族が望む程度まで本人の能力が向上することは難しいとの現実を伝え、障害重要の必要性を説明する。

· 外泊を通じて段階的に障害需要できるよう、本人との関わり方を検討し、外泊時に実践してもらう。

· 定期的に職員・家族間で電話等を使い情報のやりとりをし、何らかの課題が見つかった時はその都度検討する。

＜評価＞

　退所希望が強く、退所時には家族面談が必要と説明しているが6月4日で退所すると答え、職員の話を聞き入れることは無い。家族は本人の退所希望に同意はしておらず、本人が退所の話をすると、それにただ話を合わせているだけとの事。近日中に、退所について家族面談を行う予定であり、家族と相談しながら本人の問題点を整理し、本人の目標、家での役割を具体的に明確にしていく。

　　

２：関　秀治　様（青明舎登録者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　合併症：

　＜問題点＞

1 ストレスによる病状悪化を未然に防ぐ

→介入方法

· 世話人、外来、ナイトケア、デイケアと情報の共有を密に行う。

· 訪問時に本人の話を聞き悩み事に対してその都度アドバイスをする。

· 本人の様子に変化があった際には関係機関に情報提供を行う。

· 必要に応じて外来に同行し、現在の本人の様子について主治医へ報告する。

· 必要時に家族へ連絡し三者面談を実施する。本人の様子について話し、実家の手伝いを減らして頂く。

＜評価＞

　　　現在、社会適応訓練中で週3回訓練を行っているが、徐々に作業に慣れてきて現在は作業時間内に終了する事が出来るようになっている。5月15日GHを訪問した際に、表情が硬くまばたきの多さや眼球上転が多く見られている為、本人へ体調について確認すると自身では特に変化はないと話している。現在農時期であり、実家の手伝いの為に外泊の回数も増えている為、本人の負担を考え家族へ現状を伝え必要に応じて、手伝いについて調整する。青明舎・世話人・青陽館で様子観察を行い変化時には情報提供していく。


３：吉田　キクエ　様（清風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　　合併症：なし

　　

＜問題点＞

1 身体機能低下の傾向が見られる。（腕や腰の疼痛）

→介入方法

· 年齢からくる老化も関係していることを説明し、身体機能維持の為に健康プログラムを利用し体操する機会を増やす。休日の運動として散歩を促していく。

· 現体重が平均体重より多い為、身体に負担が掛かっていることも考えられる為、食生活の見直しをし糖分、油分を取り過ぎないよう指導していく。

· 疼痛緩和のため、痛み止めの軟膏や湿布の使用を検討する。

②難聴・白内障の傾向にある。

　　　　→介入方法

· 会話や荘内の放送を聞き取れていない様子の為、大切なお知らせ等は直接本人に伝えたり、紙に書いて説明する。

· 場合によっては補聴器の使用を検討する。

· 白内障については眼科受診や眼鏡の使用を検討する。

③保護者の息子と疎遠である。

· 定期的なお知らせ（青風荘たより・家族面談等）で面会の機会を両者へ働きかけていく。

· 長年疎遠であり、本人様も保護者が変更になった事や息子様が来荘した事を真に受けていない様子の為スムーズに面会できるようスタッフが適時介入していく。

＜評価＞

プログラム参加への拒否は無く、日課行う事は出来ている。老化に伴う身体機能の低下や難聴・白内障の傾向にある為、必要時には病院受診する必要がある。保護者である長男は面会を避け、本人からの電話も拒否している為、家族と調整し保護者の役割を伝え、本人との関わりをもって頂く。

